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１ 農薬使用者の責務
農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令

・農作物等に害を及ぼさないようにすること

・人畜に被害が生じないようにすること

・農作物等又は当該農作物等を家畜の飼料の用に供して生産さ
れる畜産物の利用が原因となって人に被害が生じないようにす
ること

・農地等において栽培される農作物等又は当該農作物を家畜の
飼料に供して生産される畜産物の利用が原因となって人に被害
が生じないようにすること

・生活環境動植物の被害が発生し、かつ、その被害が著しいも
のにならないようにすること

・公共用水域（水質汚濁法（巻末資料）第二条第一項に規定す
る公共水域）の水質汚濁が生じ、その汚濁に係る水（その汚染
により汚染される水産動植物（水域の生活環境動植物）の利用
が原因となって人畜に被害が生じないようにすること



２ 安全使用の基本事項

（１）防除計画

病害虫・雑草を計画的に防除

・・発生予察情報や観察等により適期に防除

（２）農薬使用計画書の提出

・くん蒸による農薬使用者

（自ら栽培する農作物の場合以外）

・航空機（有人ヘリ）を用いた防除の際の農薬使用者

・ゴルフ場での農薬使用者

※提出先は管轄する地方農政局他
※ゴルフ場から提出された農薬使用計画書

の内容一覧は、農水省消費・安全局及び地

方農政局等で閲覧に供される



２ 安全使用の基本事項

（３）登録農薬の使用

・農薬取締法に基づき登録された農薬

表示 【農林水産省第〇〇〇号】

・特定農薬（特定防除資材）☛説明は次頁

以下は罰則の対象になる場合も

・販売禁止農薬 ☛説明は次頁

・失効農薬

農薬登録が失効された農薬



無登録農薬の製造、輸入、販売、使用の禁止

登録を受けていない、適正な表示がされていない農薬は製造、輸
入、販売、使用することができません（農薬取締法）。

例外として

〇販売禁止農薬

登録を受けた農薬であっても、その後の科学的知見により、ラ
ベルのとおりに使用しても安全性に問題があるとされる農薬を
省令で販売禁止としています。（主な商品名でマリックス、ケ
ルセン、ダイホルタン、ＰＣＮＢ、ＭＯ等）

〇特定農薬（特定防除資材）

•農作物の防除に使う薬剤や天敵で、安全性が明らかであると
して指定されたものを特定農薬といい、登録を受けていなくて
も使用できます。①食酢②重曹③天敵（使用地域と同一県内に
産するもの）④エチレン⑤電解次亜塩素酸水が指定されていま
す。



(4)（ラベル）等表示事項を遵守

ラベルに記載された使用方法を遵守する

•適用農作物

•使用量、希釈倍数

•使用時期

•使用回数

☛各事項に違反すると農薬取締法第25条第3
項に違反、罰則の対象となる
☛農薬の品質を保証する最終有効年月が表示されている
ので、有効年限内に使用する

☛登録内容は変更される場合がある

☛常に最新の農薬登録情報に注意するようにしましょう



農薬使用者の農薬使用基準の遵守義務
（農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令）

• すべての農薬使用者に対して、食用農作物又は飼料作
物への農薬使用に当たり、次のことが義務付けられて
います。

①適用作物以外に使用しないこと

②使用量又は使用濃度並びに使用時期を守ること

③総使用回数を超えて使用しないこと

☞ 使用基準に違反した場合は、3年以下の懲役もしく
は100万円以下の罰金、場合によっては両方が科される



(5)使用農薬の帳簿への記載

•農薬使用後には、以下の事項を帳簿（農薬使用
簿）に記載するように努めなければならない
（農薬使用する者が遵守すべ基準）

① 使用した年月日

② 使用した場所

③ 使用した農作物等

④ 使用した農薬の種類または名称

⑤ 使用した農薬の単位面積当たりの

使用量又は希釈倍数



すべての農薬使用者に対して
次の事項について努めることとされています。

【努力義務】

①有効期限切れの農薬を使用しない

②農薬を使用した日、場所、作物、農薬の種類、量を記
帳する

③住宅地周辺での散布で農薬が飛散しないようにする

④水田で使用する農薬の止水期間を守る

⑤土壌くん蒸剤の場合は被覆期間を守り、揮発防止に努
める

⑥表示事項を守って農薬を使用する

⑦農薬の安全使用に関して理解を深めるように努める



３ 安全使用のための知識

（１）農薬ラベルの表示事項 ☛テキスト152～

（２）農薬の保管

施錠できる専用の保管場所
食品とは区別

直射日光の当たらない

冷涼で乾燥した

耐震性や難燃性も考慮

毒物・劇物は専用の保管庫設置

表示は必須・・毒物）赤地に白文字

劇物）白地に赤文字







３ 安全使用のための知識
（３）空き容器の処分

処分は産業廃棄物処理業者に委託するな

ど、基準に適合した処分を行う

☛ 空き容器等の野焼き(野外での焼却処分)

は禁止

行政や地域で回収されている場合は、そ

の指示に従い処分

☛ 容器内に残った農薬の除去方法等

テキスト P156



３ 安全使用のための知識
（4）保護具
①マスク

気道や口から入り込んだ場合：毒性強い

皮膚から吸収を１とすると、呼吸からの

吸収は30倍と大きい（気道・口＞皮膚）

＜マスクの検定項目＞

捕集効率：どの位捕集するかの目安、数値が高

いほど捕集効率が高い

吸気・排気抵抗：装着した際に呼吸の難度

その他に側面の密着性・重量がある

テキストP157の図に関して

手ぬぐいやタオルを装着した場合：約50％

農薬用マスクを装着した場合：ほとんど100％近い















３ 安全使用のための知識

② 防除衣

農薬と身体との接触を避ける、浸透しない

（長袖・長ズボン）

③ 保護メガネ

④ 手袋

乳剤、水和剤などの散布液の調整する時、

原液が手につかないように手袋の着用が

必要

⑤ 保護クリーム



４ 使用上の注意



‘１） 使用者の安全確保

＜散布前＞

① 体調に留意

農薬散布は高温・多湿時で体力消耗も激

しい時期の作業であるので、特に留意

② 防除器具の整備・点検
事前に十分に注意して点検整備し、また、

十分に洗浄されているか確認する。

農薬使用上の諸注意



１ 使用者の安全確保
＜散布中＞

① 散布液の調整

散布液は一度で使いきるように調整する

ラベルの表示を確認して調合する

調合作業の際にはマスク等保護具は必ず着用する

② 散布時間

原則として涼しい朝夕の時間帯に実施

⓷ 散布作業

長くても2時間程度を目安

④ 作業中の喫煙・飲食

基本的には行わない、やむを得ない場合は手や顔を

十分に洗い、うがいをし、散布場所から離れた場所で

⑤ 農薬の暴露を少なくする

後退散布、風上を背中にして散布、農薬の剤型の選択



（１） 使用者の安全確保

＜散布後＞

① 散布器具の洗浄・農薬の保管・空き容器

の処分

タンクからホースまで洗浄

洗浄・通水は2回以上

残液や洗浄液は河川に流入させない

使い残った農薬は密栓し、鍵のかかる保

管庫で管理（別容器に移し変えない）

空き容器は適切に処分

② 身体の管理

手や顔や露出部のよく洗い、うがいをする

防除衣の洗浄

散布した日の飲酒を控える

③ 異常を感じた時は

使用した農薬容器を持参して医師の診断を早めに受ける

農薬使用上の諸注意



２ 周辺住民の安全確保
農薬使用基準省令で住宅地、学校、公園等と
これらの周辺では農薬が飛散しないよう努力
することとされており、この規定に基づき、
指導通知「住宅地等の農薬使用について」が
出されている。

住宅地・学校・保育所・公園・病院等の付近
で農薬を使用する場合は、住民に対して農薬
散布を周知するとともに農薬が飛散しないよ
うに努めなければなりません。できるだけ飛
散しにくい剤型の農薬や、毒性が低く、にお
い、かぶれなどの心配の少ない農薬を選択し、
人通りの少ない時間帯に農薬散布を行うなど
十分注意してください。

農薬使用上の諸注意



散布に際して

① 農薬や防除器具の選定等

② 事前の周知

③ 気象条件・時間等

④ 周辺住民等の体調不良等への対応

⑤ シート被覆等の揮散防止措置

⑥ 散布後の点検



３ 周辺環境の安全確保

① 家畜・蚕・ミツバチなどに対する安全確保
農薬散布時には安全確保が必要
いずれにしても対象の生産者（農家）な
どと十分に事前話し合っておくことが必要

② 水域の生活環境動植物の安全確保
農薬が河川に直接・間接に流入による影
響が想定されるため、ラベルに記載の注意
事項等を確認して散布する。
例）
水田で農薬を使用する際に「止水日数」を守る

農薬使用上の諸注意



４ 公園・街路樹等における病害虫・雑草管理への配慮

•公園、街路樹等の防除については、病害虫
防除を行うにあたり、その責任者を明確に
する（適切な研修を受けた者、必要となる
資格なども）

① 防除の方法

② 住民への周知

③ 「公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル」

（環境省）

農薬使用上の諸注意











農薬散布時の
飛散防止対策

☛テキストP.169～










